
木村のチェック＆リピート数学Ⅲ・C 解説補充              http://toitemita.sakura.ne.jp 

1 
 

153 
定積分の定義と区分求積法 
定積分の定義式 
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定義式の解説 
関数 ( )xf が閉区間 [ ]ba, で連続であるとき， 

閉区間 [ ]ba, を n等分すると区間幅
n
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=  
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つまり， nが十分大きいと， 

( ) ( )åò
-

=

-
»

1

0

n

k
k

b

a
xf

n
abdxxf かつ ( ) ( )åò

=
¥®

-
»

n

k
kn

b

a
xf

n
abdxxf

1

lim が成り立つ。 

よって， 
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となる。 
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区分求積法 
( ) 0³xf のとき， ( )xfy = ，2 直線 ax = ， bx = および x軸で囲まれた部分の面積を 
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または， 
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で求める方法を区分求積法という。 
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無限級数から定積分へ 
定積分から無限級数への逆を辿る無難な処理の流れ 
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 解説 
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解説 
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kx について 

kx の設定の仕方は比較的自由で， kについての 1 次式の部分を kx とすればよい。 

たとえば，
l

n
k
÷
ø
ö
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æ +1 ならば，

n
kxk +=1 としてもよいし，

n
kxk = としてもよい。 

とくに慎重になる必要はない。 
設定に応じて関数 ( )kxf と積分区間が平行移動するだけで問題ない。 

   尚，積分区間 b とa は qnkpn xxx ££ より， pnn
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  補足 
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解法 1 ：項数を変えずそのまま解く。 
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解説に忠実に処理した。 
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よって， 
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解法 2：項数を n にして解く。 
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どこでΣの項数を nにしてもよい。 

わかりやすさの目的で， 
ここでΣの項数を nにした。 
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例題 無限級数から定積分へ 

次の極限値を求めよ。 
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補足 

積分は公式 ( ) ( ) ( ) Cxaxaxdxax +-++=+ò loglog を使った。 

 

 

 


